
JP 2013-501185 A5 2013.9.12

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成25年9月12日(2013.9.12)

【公表番号】特表2013-501185(P2013-501185A)
【公表日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-002
【出願番号】特願2012-523022(P2012-523022)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  61/18     (2006.01)
   Ｂ２３Ｐ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ  61/18    ３６０Ｄ
   Ｆ０２Ｍ  61/18    ３６０Ａ
   Ｆ０２Ｍ  61/18    ３６０Ｂ
   Ｂ２３Ｐ  15/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月29日(2013.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノズルを製作する方法であって、
　（ａ）多光子反応を受けることが可能な第１の材料を供給する工程と、
　（ｂ）多光子過程を用いて選択的に前記第１の材料を反応させて前記第１の材料内に第
１の微細構造化パターンを形成する工程であって、前記多光子過程が、前記第１の材料を
露光させるために用いる光の集束ビームの焦点領域に重合化を制限又は限定することを可
能とする工程と、
　（ｃ）前記第１の材料とは異なる第２の材料内に前記第１の微細構造化パターンを複製
して、前記第２の材料内の第２の微細構造化パターンを備える第１の金型を作製する工程
と、
　（ｄ）前記第２の材料とは異なる第３の材料内に前記第２の微細構造化パターンを複製
して、前記第３の材料内の複数の微細構造を含んだ第３の微細構造化パターンを備える第
２の金型を作製する工程と、
　（ｅ）前記第３の材料とは異なる第４の材料内に前記第３の微細構造化パターンを複製
して複製された構造を作製する工程と、
　（ｆ）前記複製された構造の第４の材料を平坦化して、前記第３の微細構造化パターン
をなす前記複数の微細構造の各微細構造の頂部を露出させる工程と、
　（ｇ）前記第３の材料を除去する工程であって、結果として、前記第４の材料内にあり
、前記第３の微細構造化パターンをなす前記複数の微細構造に対応する複数の穴を有する
ノズルを得る工程と、を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の微細構造化パターンは、複数の離散的微細構造を含み、前記複数の離散的微
細構造は、螺旋状の離散的微細構造を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の材料内に前記第１の微細構造化パターンを形成する工程は、前記第１の材料
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の少なくとも一部分を露光して、多光子の同時吸収を生じさせることを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の材料内に前記第１の微細構造化パターンを形成する工程は、前記第１の材料
のうちの露光された部分を除去することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の材料内に前記第１の微細構造化パターンを形成する工程は、前記第１の材料
のうちの露光されていない部分を除去することを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２の材料内に前記第１の微細構造化パターンを複製することは、前記第１の微細
構造化パターンを電気メッキすることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の微細構造化パターンは実質的に、凹凸を逆にして前記第１の微細構造化パタ
ーンを複製したものである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第３の材料内に前記第２の微細構造化パターンを複製する工程は、射出成形するこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２の金型はポリマーを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第３の微細構造化パターンを複製する工程は、前記第３の微細構造化パターンを電
気メッキすること又は前記第４の材料で前記第３の微細構造化パターンをコーティングす
ることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第３の微細構造化パターンを複製する工程は、前記第４の材料で前記第３の微細構
造化パターンを電気メッキすることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ノズルの一方の側をノズルの反対側とそれを通して連通させるように形成された複数の
穴を備えるノズルであって、前記穴のそれぞれは、
　第１の形状を有する、前記ノズルの一方の側にある穴入口と、
　第２の形状を有する、前記ノズルの反対側にある穴出口と、
　前記穴入口を前記穴出口へ連通させる内部表面とを備え、
　前記穴入口と前記穴出口は、連続的に曲がった前記内部表面の少なくとも一部により連
通されている、ノズル。
【請求項１３】
　前記ノズルの少なくとも１つの前記穴が、（ａ）前記第１の形状は楕円形状であり、前
記第２の形状は円形状である、（ｂ）前記第１の形状はレーストラック形状であり、前記
第２の形状は円形状である、（ｃ）前記第１の形状の外周は、緊密に詰められた円の外弧
を含み、前記外弧は曲線状のフィレットで連結されている、又は（ｄ）前記穴入口から前
記穴出口にかけて回転する横断面を備える前記内部表面、を有するように構成されている
、請求項１２に記載のノズル。
【請求項１４】
　前記穴入口は第１の形状を有し、前記穴出口は、前記第１の形状とは異なる第２の形状
を有する、請求項１２又は１３に記載のノズル。
【請求項１５】
　前記ノズルは燃料噴射ノズルである、請求項１２～１４のいずれか一項に記載のノズル
。
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